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　2022 年 10 月 11 日、アフガニスタン、バーミヤー
ン遺跡研究の第 1 人者である前田耕作先生がご逝去さ
れた。享年 89 であった。溢れる情熱と「知」への探
究心、人との出会いを楽しみ、大事にする人柄で、会
う人を楽しませ、誰にも愛される人であった。ときに
は詩人でもあり、ときには研究者でもあり、幅広い知
識と学術的な研究、そして自らの経験を基に、つねに
前田先生は人に語りかけ、ともに悩み、ともに道を探
す人でもあった。
　前田耕作先生は、1933 年（昭和 8 年）2 月 1 日、三
重県亀山に生まれ、1960 年には名古屋大学文学部哲
学科美学美術史を卒業された。その後、第 1 次名古屋
大学アフガニスタン学術調査（1964 年）、第 2 次名古
屋大学アフガニスタン学術調査（1969 年）の際にア
フガニスタン、そしてバーミヤーンに出会い、その魅
力に取り憑かれたようである。第 1 次調査では、N
洞でこれまで知られていなかった壁画を発見した。あ
る時、先生に N 洞の名称の由来を尋ねたところ、「そ
れは名古屋大学の頭文字の N だよ」と笑ってお答え
になったことが思い出される。その後もバーミヤーン
に足を運び、成城大学によるバーミヤーン調査にも参
加している（1973 年、1977 年）。
　バーミヤーン研究の傍ら、1971 年には和光大学人
文学部助教授に就任され、1975 年には和光大学人文
学部教授となり、和光大学人文学部長（1995 年）、和
光大学表現学部長（2000 年）、学校法人和光学園の理
事や評議員を歴任され、大学運営にも多大な功績を残
された。2003 年には和光大学教授を退職し、和光大
学名誉教授の称号を授与されている。私が前田先生に
出会ったのも和光大学にご在籍のときであった。イラ
ンから帰国し、就職先もない私に和光大学の非常勤講
師をご紹介くださったのは 1996 年のことで、前田先
生とのお付き合いはそれからである。授業が終わり、
研究室に伺うと、ひとしきり話を終えたあと、鶴川駅
前の居酒屋へと繰り出し、さまざまなお話をしてくだ
さった。いまでも楽しい思い出である。
　前田先生が大学での教育や研究、運営に勤しんでい
た間、アフガニスタンでは大きな変化があった。それ
は、1979 年のソ連軍によるアフガニスタン侵攻であ
る。その後、2001 年に至るまで長く厳しい内戦や紛

争が続くことになり、前田先生はアフガニスタンに行
くことができなくなってしまった。その間、前田先生
は和光大学バローチスタン学術調査（第 1～4 次：
1989～1990 年、1997～1998 年）を実施し、アフガニ
スタンを忘れず、またその周辺地域の文化や歴史を探
るための研究を行なっていた。
　2001 年のバーミヤーンの東西大仏の爆破は、文化
遺産に対する蛮行として世界に大きな衝撃を与えただ
けでなく、前田先生、そして私にとっても大きな転機
となった。破壊されたバーミヤーンの文化遺産を調査
し、保存するという大きなプロジェクトが開始された
からである。内戦後、ようやくにして前田先生がバー
ミヤーンを訪れることができたのは、2002 年 9 月の
ことであった。そのときに派遣された日本・ユネスコ
合同調査団の一員として、前田先生、宮治先生、そし
て私が参加した。前田先生は、25 年余りを経て、ふ
たたびバーミヤーンの地に立つことができたのである。
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2006 年 9 月バーミヤーン N（a）窟にて（撮影：籾井基充）
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　爆破された大仏、そして失われた壁画を前にして、
前田先生は深くため息をついていたのを憶えている。
破壊前の大仏や壁画を見たことがなかった私とは比べ
物にならないほどの深い悲しみ抱いていたのだと思
う。かつて調査を行なった石窟を見て回るたびに、

「ここもやられている」「ここにあった壁画もなくなっ
ている」とつぶやいていた。その一方で、破壊された
バーミヤーンの文化遺産を守ろうという強い思いと意
志がふつふつと芽生えていたのであろう。バーミヤー
ンの文化遺産の保護に対するそれからの前田先生の思
いと行動は力強いものであった。
　前田先生は、「バーミヤーン遺跡保存に関するワー
キンググループ」のメンバーとして、2002 年にミュ
ンヘンで開催された第 1 回以来、欠かさず会議に参加
し、バーミヤーン遺跡の保護を強く訴え、日本の活動
の後押しに力を注がれた。前田先生の熱意と人柄は、
つねに人を引き寄せ、会議の取りまとめ役として重要
かつ大きな役割を果たした。また、東京文化財研究所
が中心として実施した「バーミヤーン遺跡保存事業」
にも参加し、バーミヤーンを良く知らない年若い研究
者を指導するとともに、日本、ドイツ、イタリア、フ
ランスからなる国際的なチームとの調整にも意を尽く
された。さらには、保存に携わる専門家を鼓舞しつ
つ、新たな発見を目指して、日々、自らが率先して石
窟をめぐっていた。
　バーミヤーンでの前田先生との思い出は枚挙にいと
まがないほどたくさんある。バーミヤーンの現地宿舎
では、多くの時間を前田先生と過ごすことになった。
隊員の構成や人数の都合上、多くの場合、前田先生と
私が同室になり、それこそ寝食を共にしたということ
になる。バーミヤーンの秋の訪れは早く、10 月には
室内が凍えるようになる。人間が吐く息に含まれる水
分で、窓ガラスの内側が凍り付いてしまうこともあっ
た。寒い時期には、凍えないように薪ストーブをおい
た大部屋で、みんなで雑魚寝をしたこともあったし、
1 人がシャワーを我慢して浴び、そのぬくもりが消え
ないうちに続けてもう 1 人がシャワー室に飛び込むと
いうこともあった。前田先生は 70 歳という年齢にも
かかわらず、体調も崩さず、いつも健啖家で、バーミ
ヤーンでの生活を楽しみ、研究していたことは、私た
ちにとって大きな驚きでもあった。
　前田先生は、現地、つまりバーミヤーンにおいての
みならず、日本でも積極的にアフガニスタンとバーミ
ヤーンの支援のためにご尽力された。日本によるバー
ミヤーン遺跡保存事業の後押しをしてくださった文化
庁や外務省との連絡も絶やさず、つねに新しい情報を
提供し、良い関係を築いていた。日本がこれほど長期
間にわたってバーミヤーン遺跡保存事業を継続してき
たのには、このような前田先生の日々の行動の賜物で

あったのだと感じる。
　その活動はメディアにも取り上げられ、2006 年に
は NHK の「クローズアップ現代　─バーミヤン発掘　
幻の大仏は─」に出演したが、一般の皆さんに対する
丁寧な解説が印象的であった。また、2006 年には

『黄金の都バーミヤン─ハイビジョンデジタルでよみ
がえる：三蔵法師が見た巨大仏』（ジェネオンエンタ
テインメント）の監修もつとめ、バーミヤーン、そし
て日本の活動についての広報に大きな役割を果たした。
　2013 年以降、治安の悪化のために日本人専門家が
バーミヤーンで活動することはできなくなってしまっ
たが、そのなかにあっても、前田先生はその歩みを止
めなかった。「黄金のアフガニスタン─守りぬかれた
シルクロードの秘宝」展の開催とアフガニスタン流出
文化財の返還（2016 年）、「素心　バーミヤン大仏天
井壁画」展（2016 年）、「みろく─終わりの彼方　弥
勒の世界─」展（2021 年）は前田先生のご尽力と熱
意があってこそ実現したものと言えよう。前田先生
は、「バーミヤーンに行けなくとも、できることはや
る」「何かできることはないのか」とよく話をしてい
た。日本の皆さんにアフガニスタン、そしてバーミ
ヤーンを伝えていこうという前田先生の思いの現れで
あったのだと思う。
　また、前田先生は、アフガニスタンでの活動の経験
を活かし、文化遺産国際協力コンソーシアムの副会長
として、日本の文化遺産分野における国際貢献にも積
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極的に取り組まれた。紛争や災害、開発によって破壊
や消滅の危機にある文化遺産をどのように保護するの
か、日本はどのような貢献をすべきなのか、副会長と
して心を砕いておいでであり、その発言はこれからの
日本の協力や貢献にとって重要かつ有意義なもので
あった。
　前田先生の学術・研究分野における業績や貢献も多
方面にわたっており、浅学の私ではどのようにご紹介
すれば良いのか分からないほどである。名古屋大学で
は文学部哲学科美学美術史にご在籍していたこともあ
り、バシュラールやエリアーデ、デュメジルの書を読
み、神話、言語にご興味があったように見受けられ
る。その後、アフガニスタン、バーミヤーンの調査を
きっかけに、アフガニスタンや中央アジアの美術史や
文化史へと傾倒していったようである。いずれにして
もその背後にあるのは、ギリシア・ローマ古典に対す
る深い造形であり、「知」への探究心であり、「知」へ
の渇望であったように思われる。末尾に、主要な業績
を挙げておく。
　前田先生と私の思い出として浮かぶのは、鶯谷や新
橋の居酒屋での酒を酌み交わしながらの場面である。

「いま、何ができるのか」、「これから何ができるの
か」、「これから何をすれば進むのか」、前田先生の話
はいつも前向きで、将来を見据えたものであった。
バーミヤーン遺跡の保存や調査・研究は、その前田先
生の熱意と思いを針路として、道を見失うことなくこ
れまで続いてきたのだとしみじみ感じている。混迷す
るアフガニスタンではあるが、いつか必ずバーミヤー
ンに戻れる日が来ることと思う。私たちは、アフガニ
スタン、そしてバーミヤーンの文化遺産を愛し、アフ
ガニスタンの平和を心から願っていた前田先生の思い
を胸にふたたび一歩一歩進んでいくことになろう。
　前田先生、ご冥福を心よりお祈り申し上げます。
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